
�� �� �� �� �� �� �� �� �� �	 �
 �� ��
���
�����������������������������
�������������������������������������������������


�� � �! �" �# �$ �%�&�' �( �� �) �* �$ �+ �, �- �. �/ �0 �1 �2 �3
�4 �* �5 �6 �7 �8 �9 �:

�; �< �=���> �?

�����������@�A�A�B�����C�����D�A�E�F�C�E�G�F�E�H�A�I�G�G�J�K�I�L

�M�N�� �� �2 �" �O�P�Q�C���J�R�=�������C�K�G�S�R�F�=���E�J�J�J�S�F�K�S�K�F�C���� �� �� �� �" �� �T
�U�V�
 �W�X�2
�Y�Z �[ �\ �2



『
白
氏
文
集
』
に
於
け
る
『
毛
詩
』
の
非
調
諭
的
受
容

ー
ー
恋
愛
詩
を
中
心
と
し
て
｜
｜

諸

田

龍

美

は
じ
め
に

白
居
易
の
調
諭
詩
が
、
儒
家
の
政
教
的
文
学
観
を
基
礎
と
す
る
こ
と
は
、
既
に
定
論
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
調
諭
以

外
の
側
面
で
『
白
氏
文
集
』
が
『
毛
詩
』
と
如
何
な
る
関
わ
り
を
持
つ
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

白
居
易
自
身
に
目
立
っ
た
言
及
が
な
く
、
ま
た
調
諭
と
閑
適
こ
そ
が
そ
の
際
だ
っ
た
個
性
の
反
映
だ
と
い
う
認
識
か
ら
研
究
が
そ
こ
に
集

中
し
て
き
た
故
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
閑
適
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
感
傷
や
雑
律
と
い
っ
た
、
調
諭
以
外
の
一
般
的
な
行
情
詩
に
於
い

て
も
、
『
毛
詩
』
の
影
響
は
興
味
深
い
形
で
現
れ
て
い
る
。
小
論
は
そ
の
具
体
的
な
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
論
点
を
整
理
し
て
お
け
ば
、
次
の

二
つ
の
問
題
に
大
別
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
感
傷
詩
の
定
義
の
問
題
、
及
び
②
『
毛
詩
』

鄭
風
の
解
釈
に
つ
い
て
の
問
題
、
の

二
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

二
点
に
現
れ
た
白
居
易
の
独
自
性
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
そ
の
恋
愛
詩

を
如
何
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
と
自
ず
か
ら
繋
が
っ
て
く
る
。
小
論
が
「
恋
愛
詩
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
副
題
を
持
つ
所
以
で
あ
る
。
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『
毛
詩
』
大
序
と
感
傷
詩

白
居
易
の
作
品
が
、
調
諭
以
外
の
側
面
で
『
毛
詩
』
か
ら
如
何
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
近
年
下
定
雅
弘
氏
が
こ
の
間

題
に

一
石
を
投
じ
る
大
切
な
指
摘
を
さ
れ
た
。
元
和
十
年
（
八

一
五）

に
詩
集
十
五
巻
を
纏
め
た
際
の
感
傷
詩
の
定
義
が
、
『
毛
詩
』
大

序
を
典
拠
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
感
傷
詩
の
定
義
と
は
、
同
じ
年
に
書
か
れ
た

「
一克
九
に
与
ふ
る
書

（
以
下
、

「与
元
九
書
」
と

あ
ら
は

略
称
。
）
」
（

1
4
8
＆

に

「事
物
外
に
牽
き
、
情
理
内
に
動
き
、
感
遇
に
随
ひ
て
歎
詠
に
形
る
る
者
一
百
首
、
之
を
感
傷
詩
と
調
ふ

（
有
事
物
牽
於
外
、
情
理
動
於
内
、
随
感
遇
市
形
於
歎
詠
者
一
百
首
、
謂
之
感
傷
詩
ご
と
あ
る

一
文
の
こ
と
。
こ
れ
が
『
毛
詩
』
大
序

の
「
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
：
：
：
情
中
に
動
き
て
、

一言
に
形
る
。
之
を
言
ひ
て
足
ら
ず
、
故
に
嵯
歎
す
。
之
を
嵯
歎
し
て
足
ら
ず
、
故

削
剥
引
制
劇
引
。

（
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
同
劃
州
刑
刈
耐
矧
州
司
」
剖
利
則
叶
副
閣
制
刈
凶
劇
刻
別
刷
刈
制

永
歌
之
。
）

」
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
、
下
定
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

う
ち

（
感
傷
詩
の
定
義
の
）

「情
理
の
内
に
動
き
、
感
遇
に
随
い
て
嘆
一
誌
に
形
わ
る
」
と
い
う
い
い
か
た
は
、
国
風
大
序
の

『情
中
に

動
き
て
、

言
に
形
わ
る
』
と
い
う
表
現
に
似
る
。
白
居
易
が
、
感
傷
詩
の
名
を
提
示
し
、
感
傷
詩
を
定
義
す
る
時
、
詩
の
本
来
の
あ

り
方
に
沿
う
も
の
だ
と
い
う
意
識
が
、
こ
の
文
構
造
に
は
働
い
て
い
る
と
取
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
：
：
：
（
）
内
引
用
者
。

下
定
氏
は
表
現
の
類
似
を
指
摘
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に
白
居
易
の
「
感
傷
詩
は
詩
の
本
来
の
あ
り
方
に
沿
う
も
の
だ
と
い
う
意

識
が
働
い
て
い
る
」
と
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
見
解
を
示
さ
れ
た
。

指
摘
の
如
く
、
感
傷
詩
の
定
義
が
『
毛
詩
』
大
序
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
、

『
白
氏
文
集
』
の
他
の
表
現
、
例
え
ば
、

a
「
大
凡
人
之
感
於
事
、
則
必
動
於
情
。
然
後
輿
於
嵯
嘆
、
発
於
吟
詠
、
而
形
於
歌
詩
失
」

「策
林
六
九
、
採
詩
」
（
二
O
八
六
、

一克
和
元
年



b
「
大
凡
人
之
感
於
事
、
則
必
動
於
情
、
発
於
歎
、
興
於
詠
、
而
後
形
於
歌
詩
鷲
」

「
進
士
策
問
五
道
第
三
道
」
（
一
五

O
六
、
元
和
二
年）

な
ど
を
参
照
す
れ
ば
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
問
題
は
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

今
の
段
階
で
推
測
し
得
る
の
は
次
の
点
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
白
居
易
が
詩
集
を
四
分
類
し
て
編
ん
だ
際
、
調
諭
詩
に
よ
る
政
教
的
文
芸
観

の
継
承
と
は
別
に
、
感
傷
詩
に
よ
る
持
情
的
文
芸
観
の
継
承
と
い
う
別
脈
が
存
し
た
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
居
易
は
『
毛
詩
』

を
二
つ
の
流
れ
に
脈
分
け
し
て
捉
え
た
。
こ
の
内
、
調
諭
詩
に
よ
る
継
承
に
つ
い
て
は
そ
の
意
義
も
含
め
て
盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
問
題
は
感
傷
詩
に
よ
る
継
承
と
い
う
も
の
が
、
単
な
る
表
現
の
借
用
に
過
、
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
感
傷
詩
の
内
実
に
影
響
を
及
ぼ

す
本
質
的
な
側
面
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
序
の
援
用
は
、
雑
律
詩
よ
り
も
位
置
づ
け
を
高
く
す
る
た
め
の

便
法
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
こ
に
は
持
情
文
学
独
自
の
価
値
を
自
覚
的
に
宣
言
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
論
者
は
先
に
挙
げ
た
下
定
氏
の
指
摘
を
こ
の
よ
う
な
形
に
岨
噂
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
白
居
易
が
大
序
の
文
芸
観
を
調
諭
・
感
傷
の
二
つ
に
分
離
し
て
継
承
し
た
こ
と
は
、
大
序
の
文
芸
観
が
本
来
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
テ
キ
ス
ト
自
体
と
そ
の
「
読
み
」
と
は
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
一
般
論
と
は
別
に
、
詩
集
を
四
分
類
す
る
と
い
う
必
要
上
、
調
諭
・
感
傷
で
継
承
さ
れ
る
大
序
の
文
芸
観
は
自
ず
か
ら
よ

り
分
割
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
序
そ
の
も
の
と
、
白
居
易
固
有
の
捉
え
方
と
は
別
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

つ
つ
、
以
下
の
論
考
を
進
め
た
い
。

感
傷
詩
に
よ
る
大
序
継
承
の
意
義
に
つ
い
て
公
正
な
判
断
を
下
す
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の

二
点
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

つ
は
大
序
の
文
芸
観
を
二
つ
の
流
れ
と
し
て
定
着
さ
せ
た
こ
と
は
、
文
学
史
上
の
伝
統
を
持
つ
か
否
か
、
と
い
う
出
自
の
問
題
。

い
ま

一

つ
は
、
そ
れ
が
白
居
易
の
文
学
に
何
ら
か
の
形
で
独
自
性
を
与
え
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
働
き
と
そ
の
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
次
章
で

は
先
、
ず
、
出
自
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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六
朝
詩
論
に
み
る
『
毛
詩
』
大
序
の
影
響

白
居
易
が
「
与
一冗
九
書
」
に
於
い
て
大
序
の
文
芸
観
を
調
諭
（
政
教
）
と
感
傷
（
持
情
）

の
二
つ
に
類
別
し
て
継
承
し
た
こ
と
は
、
以

下
に
述
べ
る
よ
う
な
六
朝
詩
論
の
流
れ
に
沿
っ
た
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
認
し
て
お
く
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
大
序
の
「
情
中
に
動
き

て
、
言
に
形
る
（
情
動
於
中
、
而
形
於
言
）
」
と
い
う
表
現
を
直
接
に
継
承
す
る
言
葉
を
六
朝
詩
論
の
内
に
探
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
も
の
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「
古
之
作
詩
者
、
発
乎
情
、
止
乎
礼
義
。
情
之
発
、
困
辞
以
形
之
」

（
晋
・
撃
虞
『
文
章
流
別
論
』
論
賦
の
条
）
（
『
芸
文
類
豪
』
巻
五
六
、
雑
文
部
二
賦
の
論
）

②
「
往
以
服
部
毒
交
糧
、
柳
寄
之
『
釈
疑
』
、
以
自
行
散
、
此
蓋
情
発
子
中
而
形

T
言
耳
」

④
「
夫
綴
文
者
情
動
而
辞
発
、
観
文
者
披
文
以
入
情
」

⑤
「
夫
情
動
而
言
形
、
理
発
而
文
見
」

⑥
「
気
之
動
物
、
物
之
感
人
。
故
揺
蕩
性
情
、
形
諸
舞
詠
」

⑦
「
詩
者
、
蓋
志
之
所
之
也
、
情
動
於
中
而
形
於
号
一
口
」

ま
た
、
こ
れ
ら
程
明
確
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

「
志
憾
恨
而
不
逗
A
H
J

、
仔
中
情
而
属
詩
」

（
東
晋
・
戴
達
「
答
遠
法
師
書
」
『
全
晋
文
』
巻
二
二
七
）

③
「
民
菓
天
地
之
霊
、
含
五
常
之
徳
、
剛
柔
迭
用
、
喜
憧
分
情
。
夫
志
動
於
中
、
則
歌
詠
外
発
」

（
梁
・
沈
約
［
主
で
fEω
］
『
宋
書
』
巻
六
七
、
謝
霊
運
伝
）

（
梁
・
劉
鋸
［
色
。
？
J
U
8
7
］
『
文
心
離
龍
』
知
音
篇
）

（
『
文
心
離
龍
』
体
性
篇
）

（
梁
・
鍾
蝶
［
品
。
∞
J
巴
∞
］
『
詩
品
』
序
）

（
梁
・
粛
統
［
g
H
j
u臼
］
「
文
選
序
」
）

（
漢
・
荘
忌
「
哀
時
命
」
『
楚
辞
』

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



（
注
）
王
逸
の
注
に
「
意
中
憾
恨
、
憂
而
不
解
、
則
符
我
中
情
、
属
続
詩
文
、
以
隙
己
志
也
」
と
。

「
『
詩
』
以
言
情
。
情

者

、

信

之

符

」

（

『

初

学

記

』

巻

二

一

、

詮

義

の

条

引

く

漢

・

劉

散

『

七

略

』

）

「

詩

縁

情

而

締

廃

、

賦

体

物

而

翻

亮

」

（

晋

・

陸

機

［

N
2
1
8
2
「
文
賦
」
『
文
選
』
巻
一
七
）

「

蓋

言

之

用

也

、

情

実

形

乎

」

（

斉

・

張

融

「

海

賦

序

」

『

全

斉

文

』

巻

一

五

）

「
蓋
風
雅
之
興
、
志
思
蓄
憤
、
而
吟
詠
情
性
、
以
調
其
上
、
此
為
情
而
造
文
也
」

「
情
以
物
遷
、
辞
以
情
発
」

な
ど
が
あ
る
。

（『
文
心
離
龍
』
情
采
篇
）

（
『
文
心
離
龍
』
物
色
篇
）

こ
う
し
た
用
例
か
ら
、
大
序
の
「
情
中
に
動
き
て
、
言
に
形
る
」
と
い
う
発
想
が
、
い
わ
ば
詩
歌
の
本
質
論
と
し
て
定
着
し
て
き
た
歴

史
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
子
細
に
こ
れ
ら
の
用
例
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、
実
に
多
様
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
帯
び
て
い
る
。

恐
ら
く
そ
れ
は
、
究
極
的
に
は
「
情
」
の
概
念
の
多
様
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
『
文
心
離
龍
』
の
「
蓋
し
風
雅
の
興

る
、
志
思
憤
を
蓄
へ
、
情
性
を
吟
詠
し
て
以
て
其
の
上
を
調
す
。
此
れ
情
の
為
に
し
て
文
を
造
れ
る
な
り
（
蓋
風
雅
之
興
、
志
思
蓄
憤
、

而
吟
詠
情
性
、
以
調
其
上
、
此
為
情
而
造
文
也
）
」
（
情
采
篇
）
と
い
う
用
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
「
以
て
其
の
上
を
調
す
」

と
あ
る
か
ら
、
「
吟
詠
」
さ
れ
る
「
情
性
」
と
は
、
時
政
へ
の
憤
り
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
序
が
述
べ
る
調
諌
精
神

を
正
統
に
継
承
し
た
一
例
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陸
機
の
著
名
な
一
文
「
詩
は
情
に
縁
り
て
締
腰
（
詩
縁
情
而
締
膿
）」
（
「
文
賦」）

に
お
け
る
「
情
」
と
は
、
政
治
へ
の
憤
り
な
ど
で
は
な
く
、
「
美
し
い
詩
を
生
み
出
す
感
動
」
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
に
挙
げ
た
の
は
、
粛
綱
が
、
叔
父
の
子

・
粛
瑛
の
宮
体
詩
を
褒
め
た
言
葉
で
あ
る
。

九
梁
挿
花
、
歩
揺
為
古
。
高
楼
懐
怨
、
結
眉
表
色
。
長
門
下
泣
、
破
粉
成
痕
。
復
有
影
裏
細
腰
、
令
与
真
類
、
鏡
中
好
面
、
還
将
尽

等
。
此
皆
性
情
卓
絶
、
新
致
英
奇
。

（
粛
綱
「
答
新
設
侯
和
詩
書
」
『
芸
文
類
豪
』
巻
五
六
、
雑
文
部
四
、
書
）

こ
の
「
性
情
卓
絶
に
し
て
、
新
た
に
英
奇
を
致
せ
り
」
と
い
う

一
文
に
お
け
る
「
性
情
」
と
は
、
女
性
美
に
纏
わ
る
感
情
を
い
う
。
先
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に
は

「時
政
へ
の
憤
り
」
を
意
味
し
た

「情
性
」
の
語
が
、
こ
こ
で
は

一
種
の
美
学
用
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
情
性
」

40 

と
い
う
言
葉
の
唯
美
的
な
用
法
は
、
次
の
よ
う
な
斐
子
野
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
。

自
是
間
閣
少
年
、
貴
滋
総
角
、
間
不
慣
落
六
襲
、
吟
詠
情
性
。
学
者
以
博
依
為
急
務
、
謂
章
句
為
専
魯
。
淫
文
破
典
、
斐
爾
為
功
、

無
被
於
管
弦
、
非
止
乎
礼
義
。

（

梁
・
裳
子
野

「離
虫
論
」
『
文
苑
英
華
』
巻
七
四
二
、
論
）

斐
子
野
は

「情
性
を
吟
詠
す
る
」
こ
と
は

「礼
義
に
止
ま
る
」
に
非
ず
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
者
を
全
く
対
立
的
に
捉
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「情
性
」
の
意
味
か
ら
は
政
治
性
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
王
運
照
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

『
毛
詩
大
序
』
の
い
う

「情
性
を
吟
詠
す
」
は
、
元
来
「
礼
義
に
止
ま
る
」
「
以
て
其
の
上
を
調
す
」
と
結
び
つ
い
て
、
明
ら
か
に

政
治
的
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
が
、
斉
梁
の
時
代
に
断
章
取
義
さ
れ
て
、
詩
歌
の
代
用
語
と
な
っ
た
。
風
月
を
弄
び
、
政
教
と
全
く

関
わ
ら
な
い
作
品
は
、
全
て

「情
性
を
吟
詠
す
る
」
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
こ
う
し
た
両
者
の
分
離
は
、
字
文
迫
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
。

蓋
聞
五
声
調
応
、
則
宮
徴
成
其
文
、
八
ヰ臼
克
譜
、
則
絃
管
和
其
韻
。
所
以
周
南
召
南
之
篇
、
為
風
人
之
首
、
小
雅
大
雅
之
作
、
実
王

政
之
由
。
復
有
陽
春
白
雪
之
唱
、
邸
中
之
曲
弥
高
、
秋
風
薫
竹
之
詞
、
伊
上
之
才
尤
盛
。
遂
能
弘
孝
敬
、
叙
人
倫
、
移
風
俗
、
化
天

下
、
兼
夫
吟
詠
性
情
、
沈
修
文
章
者
。

（
北
周
・

字
文
迫

「庚
信
集
序
」
『
全
後
周
文
』
巻
四

こ
こ
で
は

「
性
情
を
吟
詠
す
る
」
こ
と
が

「孝
敬
を
弘
め
、
人
倫
を
叙
し
、
風
俗
を
移
し
、

天
下
を
化
す
」
と
い
う
政
教
的
な
要
素
と

は
切
り
離
さ
れ
る
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
用
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
序
の

「情
中
に
動
き
て
、

一言一
口
に
形
る
」
と
い
う
文
芸
観
は
、
六
朝
に
於
い
て
既
に
政
教
的

要
素
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、
別
種
の
、
行
情
的
な
文
芸
理
論
と
し
て
確
立
し
て
い
た
。
自
居
易
の
感
傷
詩
の
定
義
が
、
大
序
を
行
情
的
な

文
芸
理
論
と
し
て
援
用
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
六
朝
詩
論
の
伝
統
に
立
脚
し
た
発
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
、
感
傷
詩
の
文
学
史
に
於
け
る
系
統
的
な
位
置
づ
け
は
、
従
来
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

ひ
と
つ

に
は
、
常
識
的
な
見
通
し
と
し
て
、
誰
し
も
が
あ
る
程
度
そ
う
し
た
予
測
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
白
居
易

が

「与
元
九
書
」
の
四
分
類
の
定
義
に
於
い
て
『
毛
詩
』
大
序
の
文
芸
観
を
三
つ
に
分
け
て
継
承
し
た
、
そ
の
こ
と
の
持
つ
意
義
に
つ
い

て
は
、
少
し
く
見
落
と
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四

感
傷
詩
の
定
義
と
恋
愛
詩

『
毛
詩
』
大
序
の
文
芸
観
を
調
諭
と
感
傷
と
に
よ
っ
て
分
割
的
に
継
承
し
た
こ
と
は
、
自
居
易
の
文
学
に
何
ら
か
の
形
で
独
自
性
を
賓

し
て
い
る
の
か
。
論
者
は
こ
の
間
い
に
肯
定
を
以
て
答
え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
感
傷
詩
の
定
義
が
調
諭
と
は
別
種
の
文
芸
理
論
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

い
わ
ば
芥
情
固
有
の
価
値
が
純
粋
に
保
証
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
詩
集
類
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

一
人
称
の
恋
愛
詩
が
、
『
白
氏
文
集
』
の
内
に
留
め
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
『
玉
台
新
詠
』

が
、
い
わ
ば
『
文
選
』
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
編
ま
れ
た
た
め
に
、
士
大
夫
の
文
学
に
対
す
る
婦
女
子
の
文
学
と
い
う
側
面
が
強
調
さ

れ
、
極
め
て
多
く
の
艶
詩
が
組
み
込
ま
れ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
と
比
べ
て
考
え
る
と
分
か
り
易
い
。
白
居
易
の
調
諭
と
感
傷
の
類
別
に

も
、
士
大
夫
と
婦
女
子
の
文
学
と
い
う
対
照
は
無
理
な
く
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

白
居
易
の
感
傷
詩
は
総
数
二
一
五
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
に
は
自
身
の
恋
愛
感
情
を
率
直
に
詠
じ
た
一
人
称
恋
愛
詩
が
、
何
首
か
残
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
「
感
鏡
」
（

O
四
七
五
）
、
「
感
情
」（

O
五
一
一
）
の
二
詩
は
そ
の
明
確
な
一
例
で
あ
り
、
「
留
別
」
（

O
四
三
七
）
、
「
暁

別
」
（

O
四
三
八
）
、
「
夜
雨
」
（

O
四
五
こ
の
三
首
も
、
恐
ら
く
は
自
身
の
恋
愛
感
情
を
歌
う
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
制
作
時
期
の
明

ら
か
な
「
感
情
」
と
題
す
る
作
品
を
挙
げ
て
お
く
。

元
和
十
二
年
（
八
一
七
）
、
江
州
で
の
作
。
こ
の
当
時
、
白
居
易
は
四
六
歳
、
楊
夫

人
と
結
婚
し
て
ほ
ぼ
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。
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